
以前に発行された技術資料 [1] では、3 つの検出器を搭載した 7890A GCによ
る 6 分以内のリファイナリガス分析 (RGA) を紹介しました。本文書で言及す
る高速 RGA 分析は、5つ目のバルブをサポートできる 7890A GC で実行しま
した。水素を測定する 3 チャネル目（TCD）以外は、以前と同様のシステム構
成です。今回のコンフィグレーションでは 10 ポートバルブとプレカラムを用
い、水素を分析します。

リファイナリガスは、石油精製プロセスで生成されるさまざまなガス留分の
混合物です。燃料ガス、最終製品、またはさらなる工程の原料としてこれら
のガスは使用されます。リファイナリガスの組成は非常に複雑で、一般的に
炭化水素、永久ガス、硫黄化合物などを含みます。

精製プロセスの最適化や製品品質の管理には、リファイナリガスの成分を正
確かつ迅速に分析することが不可欠です。Agilent 7890A GC は、3つ目の検出
器 (TCD) をサポートしており、3 チャネルの同時検出が可能です。これにより、
nC6 までの炭化水素および窒素、水素、酸素、一酸化炭素、二酸化炭素を含
む永久ガスを完全に分析できます。合計分析時間は 6 分以内です。このシス
テムは、大気オーバーヘッドガス、FCC オーバーヘッドガス、燃料ガス、
リサイクルガスなどの大部分のリファイナリガス分析に適しています。
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ハイライト
• 3 つの検出器を搭載した 7890A

GC により、6 分以内でリファイ
ナリガスの高速・高分離同時分析
が可能です。

• 最適化されたカラムを使用するこ
とで、同じオーブン温度プログラ
ムを用いて炭化水素と永久ガスの
高速分析ができます。

• 水素の検出と直線性を改善するた
め、キャリアガスに窒素 (または
アルゴン) を用い、3チャネル目
の TCDを使用できます。

• キャピラリ・フロー・テクノロ
ジーに基づいた新型の使いやすい
ユニオンチューブコネクタを使用
してバルブとキャピラリカラムを
接続し、ピーク形状などのクロマ
トグラフィ性能を向上します。

• 最小検出下限はすべての化合物に
対して 50 ppm で、硫化水素に対
しては 500 ppm です。優れた結
果が得られます。

•  ChemStation マクロプログラムを
利用して RGAレポートを作成で
きます。

•   このシステムは 7890A GCのオプ
ション（SP1 7890-0322）です。
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図 1. RGA バルブシステム
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この分析に使用した Agilent 7890A GC では、FID 検出器と 2 つの TCD 検出器
の 3 チャネルが利用できます。軽質炭化水素は、アルミナカラムを用いて FID
で測定します。1 つ目の TCD は、水素とヘリウムの測定を向上するために、
窒素またはアルゴンキャリアガスを使用し、2つ目の TCD は、ヘリウムガス
をキャリアガスに用い、その他の永久ガス検出に使用します。装置構成を図 1
に示します。キャピラリ・フロー・テクノロジーを活用した Agilent ユニオン
チューブコネクタにより、バルブとキャピラリカラムを素早く簡単に接続で
き、分析性能を向上します。このシステムは、ASTM D1945 [2]、D1946 [3]、
UOP 539 [4] などのメソッドに準拠しています。

各検出器のクロマトグラムを図 2 に示します。上段のクロマトグラムは炭化
水素の分析を示します。PLOT AL2O3 カラムにより、22 種類の異性体を含む
C1 ～ nC5 の炭化水素が良好に分離されています。nC6 以上の成分は、短い
DB-1 プレカラムによりグループ (C6+) として分析の最初にバックフラッシュ
されます。中段のクロマトグラムは、キャリアガスとしてヘリウムを用いた、
第 2 TCD (B TCD) での永久ガスの分離を示します。硫化水素と硫化カルボニル
(COS) は、さらに 3 ～ 4 分を要しますが、第 2 TCD チャネルで分離可能です。
下段のクロマトグラムは水素の分離を示しています。水素の熱伝導度はヘリ
ウムと僅かな違いしかないため、水素の検出と直線性を向上するには、キャ
リアガスとして窒素またはアルゴンを用いる別の TCD が必要です。すべての
チャネルが同時に動作することで、包括的かつ迅速な高分離分析が可能です。
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図 2. リファイナリガスキャリブレーションスタンダードの分析

ガス特性の計算も、マクロプログ
ラムによって自動的に行われます。
ASTM/GPA および ISO 規格で規定
された式を用いて、レポートを作
成できます。モル %、重量 %、容
積 %を組み合わせてレポーティン
グが可能です。

詳細情報
アジレント製品とサービスの詳細
については、アジレントのウェブ
サイト www.agilent.com/chem/jp
をご覧ください。
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